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《１２月の生活目標》
「仲良く助け合おう」

《１２月の保健目標》
『寒さに負けない体をつくろう」

《1２月の行事予定》
【１２月】毎月「１」の付く日は【語先後礼あいさつ運動】
1日(水) 薬物乱用防止教室（３年～６年）
6日(月) なかよし音楽（金管バンド）
7日(火) 校内持久走大会13:10～14:40
〃 学級PTA 14:50～16:45

8日(水) 校内持久走大会予備日
9日(木) 人権集会（１～３校時）
〃 ひまわりフェスティバル（４校時）

10日(金) 特別支援学級三校交流会（１～４校時：体育館）
11日(土) 土曜授業の日
18日(土) 山寺登山道整備(7:00～），もちつき(9:00～)
19日(日) 思いやりクリーン作戦
〃 県ソロアンサンブルコンテスト(金管バンド出場)

21日(火) なかよし音楽（３年）
24日(金) 終業式・迎春準備
25日(土) 冬季休業（～1/10）
28日(火) 仕事納め・門松づくり(17:30～）

《1月の行事予定》
11日(火) 始業式
13日(木) 委員会活動（６校時）
16日(日) 思いやりクリーン作戦
18日(火) 鹿児島学習定着度調査（～20日：５年）
20日(木) クラブ活動（６校時）
24日(月) 校内給食週間（～28日）
26日(水) 兼久小学校研究公開（特別校時12:40下校）

《感動の学習発表会！》
１１月１３日（土）に，学習発表会を開催しました。新型コロ

ナウイルス感染予防のため，保護者・未就学児のみの参観となり
ました。国語や音楽，総合的な学習で学んだ，日頃の学習の成果
を十分に発揮することができました。また，全体合唱や金管バン
ドの演奏が，参観者の心を和ませてくれました。「どの学年の発
表も工夫を凝らし素晴らしかった。」，「子どもたちの発表に感
動し涙が出ました。」などの言葉をたくさん聞くことができまし
た。最後まで精一杯がんばった子どもたちをぜひ褒めてくださ
い。

１年生：音楽劇「くじらぐも」 ２年生：合奏「キラキラ音楽２年生」

３年生：総合的な学習 ４年生：暗唱・とび箱・なわとび

「知ったこと 考えたこと つたえたい」 「元気いっぱい ４年生」

５年生：あまぎ学 ６年生：群読・歌
「世界自然遺産の島 徳之島」 「Wish～夢を信じて～」

《避難訓練を実施！》
１１月４日（木）に，地震・火災・津波を想定した避難訓練

を子どもたちに知らせず，抜き打ちで行いました。地震が起こ
り，火災が発生したという放送を聞き，全員素早く校庭に避難
しました。避難した後，天城分遣暑の稲田さんより，火災予防
や消火器の使い方など詳しく説明していただきました。その
後，代表児童が水消火器を使って，消火訓練を行いました。御
家庭でも火災予防と併せて，津波発生時はどこへ避難するの
か，日頃から確認をしておいてください。よろしくお願いいた
します。

国際連合は，1948年の12月10日の第３回総会において，世
界における自由，正義及び平和の基礎である基本的人権を確
保するため，全ての人民と全ての国とが達成基準として「世界
人権宣言」を採択したのに続き1950年12月４日の第５回総会に
おいては世界人権宣言が採択された日である12月10日を「世
界人権デー」と定め，全ての機関が，この日を祝賀する日とし
て，人権活動を推進するための諸行事を行うよう，要請する決
議を採択しました。
本校では，12月６日から12月11日までを人権週間として人権

同和教育実践教材を活用した学習や人権標語の作成，「ひま
わりフェスティバル（人権教室）」などが計画されています。これ
らの様々な学習や取組を通して人権尊重の重要性についてよ
り深く学んでほしいと思います。
人権意識の高揚を図る上で最も大切なのは，他者との関わり

の中で自らが学び，考えて正しい方向性を導出していくことだと
思います。
島の諺の中に，次のような教訓があります。

「人交際 一番 物作り 二番」
（ちゅぶれ いちばん むんつくり にばん)
「可愛い子は 他所に揉ませ」

（かなはん くゎや ゆすぃねん むませ）
これは，「他者との人間関係を一番に考えなさい。作物はそ

の次だ」「可愛い子供ほど他者との関わりの多い中で生活をさ
せ心を磨かせなさい」というような意味になるのでしょうか？
島の先人たちは，子供たちのよりよい人格形成のために，こ

のような諺を養育目標として継承してきました。巻頭の「人権宣
言」等と同じような内容を身近な生活の場で言い伝えてきたお
かげで自然と人権尊重の精神を培っていたのかもしれません。
今回の人権週間を通して「自分自身に有益な事ばかりを考

えるのではなく，他者への思いやりや感謝の気持ちを育てよ」
という先人の知恵についても触れさせていきた
いと思います。そして，この島に残る古くからの
言い伝えを再考するいい機会（温故知新）にし
たいと考えております。

「人権週間」をむかえるにあたって
校長 折 田 卓 己


